
羽生市愛の会では、障がいを持つ子どもたちの

教育設備の充実を図るため、ベルマークとロータ

スクーポンの収集を行っています。皆さまのご協

力により、次のとおり収集することができまし

た。

ベルマーク収集分は埼玉県立行田養護学校へ寄

付し、ロータスクーポン収集分は積立としました

ので、ご報告します。

皆さまのご協力に感謝するとともに、今後とも

ベルマークとロータスクーポンの収集にご理解と

ご協力をお願いします。なお、目の不自由な人た

ちへの寄付として、古切手の収集も行っています

ので、よろしくお願いします。

○ベルマーク（１点が１円）

累計点数 929,348点 (残数 212,453点）

○ロータスクーポン（700点が500円）

累計点数 94,393点 (残数　20,193点）

収集箱は、市役所社会福祉課、中央公民館、パ

ープル羽生に置いてありますので、ご協力をお願

いします。

羽生市愛の会
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０
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で
す

今
年
度
の
保
険
料
は
１
４，
４
１
０

円
（
月
額
）
と
な
っ
て
お
り
、
送
付
さ

れ
た
納
付
書
で
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
す
（
口
座
振
替
・
前
納
の
制

度
等
も
あ
り
ま
す
）。
納
め
忘
れ
が
な
い

か
、
再
確
認
を
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

２
年
を
経
過
し
た
未
納
期
間
に
つ
い
て

は
、
時
効
に
よ
り
納
め
る
こ
と
が
で
き

な
く
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
経
済
的
な
理
由
な
ど
で
、
ど

う
し
て
も
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
方

は
、
免
除
（
全
額
、
４
分
の
３
、
半
額
、

４
分
の
１
）
や
若
年
者
納
付
猶
予
制
度

も
あ
り
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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付
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保
険
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こ
の
制
度
は
、
学
生
の
方
で
届
け
出

（
申
請
）
を
し
て
承
認
を
受
け
れ
ば
、
在

学
期
間
中
の
保
険
料
が
後
払
い
で
き
る

制
度
で
す
。
毎
年
、
申
請
が
必
要
と
な

り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
夜
間
部
、
通
信
教
育
課
程
の

方
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

保
険
料
の
追
納
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で
き
ま
す

全
額
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４
分
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３
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半
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分
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免
除(

納
め
る
べ
き
保
険
料
を
納

付
し
た
場
合)

、
若
年
者
納
付
猶
予
、
学

生
納
付
特
例
を
受
け
た
期
間
の
保
険
料

は
、
10
年
以
内
で
あ
れ
ば
追
納
（
遡
っ

て
納
め
る
こ
と
）
が
で
き
ま
す
。
追
納

す
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こ
と
に
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っ
て
、
65
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か
ら
受
け

取
る
老
齢
年
金
額
を
満
額
に
近
づ
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

２
年
を
過
ぎ
る
と
経
過
し
た
期
間
に

応
じ
て
加
算
額
が
付
き
ま
す
の
で
、
生

活
に
ゆ
と
り
が
で
き
た
ら
早
め
に
追
納

し
ま
し
ょ
う
。

年
末
調
整
・
確
定
申
告
で

所
得
税
が
控
除
さ
れ
ま
す

平
成
20
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に
支
払
っ
た
国
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金
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課
税
対
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か
ら

控
除
さ
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ま
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・
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が
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保
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除
に
な
り
ま
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。

・
年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
際
は
、
社

会
保
険
庁
か
ら
発
行
さ
れ
た
「
国
民
年

金
保
険
料
控
除
証
明
書
等
」
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

な
お
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紛
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し
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、

・
控
除
証
明
書
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

〈
�
０
５
７
０(

０
７
０)

１
１
７
〉

(

Ｉ
Ｐ
電
話
０
３(

６
７
４
８)

８
８
８

２)

へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

老
齢
年
金
を
受
け
て
い
る
人
に
は
１

月
末
ま
で
に
、
社
会
保
険
業
務
セ
ン
タ

ー
か
ら
『
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
』

が
送
ら
れ
ま
す
。

も
し
、
源
泉
徴
収
票
が
１
月
末
ま
で

に
届
か
な
い
場
合
や
紛
失
し
て
し
ま
っ

た
と
き
は
、
熊
谷
社
会
保
険
事
務
所
で

再
発
行
で
き
ま
す
の
で
、
年
金
証
書
を

も
っ
て
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
な

お
、
遺
族
年
金
・
障
害
年
金
を
受
け
て

い
る
人
に
は
所
得
税
が
か
か
り
ま
せ
ん

の
で
、
源
泉
徴
収
票
は
送
ら
れ
ま
せ
ん
。
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老
齢
年
金
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受
給
し
て
い
る
方
へ

源
泉
徴
収
票
が
送
ら
れ
ま
す

ベ
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ク

ベルマーク�
ロータスクーポン�

一
五
六
五
年
、古
利
根
川
の
河
原
で
、

羽
生
城
勢
と
忍
城
勢
に
よ
る
岩
瀬
河
原

の
戦
が
あ
り
ま
し
た
。

昭
和
の
初
め
、
こ
こ
に
は
山
の
よ
う

な
砂
山
が
南
北
に
連
な
り
、
緑
の
松
原

が
天
に
伸
び
て
い
ま
し
た
。
夏
に
は
砂

山
で
遊
び
、
秋
に
は
虫
や
ス
ス
キ
刈
り

に
興
じ
た
も
の
で
し
た
。

大
字
上
新
郷
字
中
新
田
東
に
「
あ
が

っ
と
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
家
が
あ
り
ま

す
。
古
利
根
川
が
流
れ
て
い
た
こ
ろ
の

河
岸
で
、
船
旅
の
人
た
ち
が
乗
り
降
り

し
た
所
の
よ
う
で
す
。そ
の
周
辺
に
は
、

冬
の
寒
い
中
を
発
戸
の
子
ど
も
た
ち

が
、
元
気
よ
く
通
学
し
て
い
ま
す
。
道

の
端
に
は
冬
で
も
白
や
黄
な
ど
色
と
り

ど
り
の
パ
ン
ジ
ー
が
咲
い
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、「
花
い
っ
ぱ
い
・
ホ
ッ
と

ク
ラ
ブ
」
の
花
の
推
進
員
の
皆
さ
ん
に

よ
る
も
の
で
す
。
昨
年
の
春
か
ら
四
季

折
々
の
花
を
植
え
、
毎
月
第
一
日
曜
日

に
植
え
込
み
、
草
取
り
等
を
20
人
が
行

っ
て
い
ま
す
。

通
学
途
中
の
小
学
生
に
尋
ね
る
と
、

「
色
々
な
き
れ
い
な
花
の
名
前
を
覚
え

ま
し
た
。」
と
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
花
を
植
え
て
い
る
女
性
に
尋
ね

る
と
、「
子
ど
も
た
ち
の
笑
い
声
に
元

気
を
も
ら
い
ま
す
。」
と
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

こ
の
活
動
は
、「
人
々
に
ゆ
と
り
と

安
ら
ぎ
」
を
、
そ
し
て
住
み
よ
い
地
域

を
目
指
し
て
発
戸
地
区
全
体
の
活
動
に

な
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
私
は
、
こ
の

レ
ポ
ー
ト
を
し
な
が
ら
、
こ
ん
な
言
葉

を
思
い
出
し
ま
し
た
。

「
花
の
あ
る
と
こ
ろ
に
犯
罪
は
な
し
」

市
民
レ
ポ
ー
タ
ー

出
井
　
實
さ
ん
（
発
戸
）

宿
場
の
家
並
み
が
あ
り
賑
わ
っ
て
い
た

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
で
は
、
河
岸

も
砂
山
も
消
え
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
護

岸
さ
れ
た
「
会
の
川
」
が
わ
ず
か
に
そ

の
痕
跡
を
と
ど
め
て
い
る
ば
か
り
で

す
。こ

の
地
に
立
っ
て
、
古
利
根
川
の

滔
々
と
う
と
う

と
し
た
流
れ
を
回
想
し
、
昔
の
雄

大
な
自
然
の
姿
を
偲し
の

ぶ
の
も
一
つ
の
ロ

マ
ン
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

市
民
レ
ポ
ー
タ
ー

大
木
一
雄
さ
ん
（
上
新
郷
）

「
あ
が
っ
と
」

通
学
路
に
花
い
っ
ぱ
い




